
学びの広場

～ 地域で学び、活動する皆さんを応援します ～
北秋田市教育委員会

■公民館活動
■生涯学習
■文化振興
■学校
■スポーツ

学びの広場
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先人たちの知恵を学ぶ！先人たちの知恵を学ぶ！

　▲班ごとに協力してテントを張る参加者（妖精の森）

　
北
秋
田
市
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三

を
偲
び
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め
、

墓
前
演
奏
を
行
い
ま
す
。

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
と

地
元
の
女
声
合
唱
団
コ
ー
ル
・
も
り
よ
し

が
合
唱
し
、最
後
に
は
参
集
者
全
員
で「
浜

辺
の
歌
」
を
歌
い
ま
す
。

日
時　
10
月
29
日（
月
）　
15
時
30
分
〜

場
所　
龍
淵
寺
（
成
田
為
三
の
墓
前
）

演
示
日
時　
11
月
４
日（
日
）10
時
〜
15
時

展
示
期
間　
11
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
〜
15
時

会
場　
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展
示

演
示
日
時　
11
月
11
日（
日
）10
時
〜

展
示
期
間　
11
月
11
日（
日
）〜
21
日（
水
）

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
展
示
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
日
頃

の
成
果
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
森
吉
地
区
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
個
人
及
び
団
体

申
込
締
切　
10
月
15
日（
月
）

◆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
体
験
と

　
マ
マ
だ
か
ら
で
き
る
！
サ
ー
ク
ル
作
り

日
時　
10
月
17
日（
水
）　
10
時
〜

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
田
中
真
理
子
さ
ん

定
員　
20
人
／
参
加
費
無
料

◆
シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入
前
に
基
本
操
作

を
学
び
た
い
方
を
対
象
に
し
た
講
座
で
す
。

開
催
日　
10
月
22
日（
月
）　
12
時
30
分
〜

会
場　
阿
仁
公
民
館

講
師　
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
認
定
講
師

定
員　
20
人
／
参
加
費
無
料

申
込
締
切　
10
月
11
日（
木
）

◆
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
講
座

　
転
写
紙
を
切
り
貼
り
し
、
自
分
だ
け
の

テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時　
10
月
24
日（
水
）　
13
時
〜

会
場　
合
川
公
民
館

講
師　
創
作
厨
房　
智　
松
岡
智
子
さ
ん

定
員　
15
人　
参
加
費　

１
２
０
０
円

申
込
締
切　
10
月
15
日（
月
）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
未
来

を
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
る

（
紡
ぐ
）
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
昭
和
62
年
に
生
涯
学
習
奨
励
員
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、
九
州
小
倉
に
伝
わ

る
祇
園
太
鼓
を
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
活

動
の
始
ま
り
で
す
。
ぶ
れ
ず
に
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
愚
直
に
活
動
す
る

と
い
う
の
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

　
今
で
は
活
動
の
枝
葉
が
広
が
り
、
各

地
区
に
指
導
者
が
増
え
、
子
ど
も
は
小

学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
１
０
０
人
以
上

が
祇
園
太
鼓
を
習
っ
て
い
ま
す
。

　
私
の
役
割
は
各
地
区
の
連
携
づ
く
り

く
ら
い
で
、
指
導
は
会
員
の
皆
さ
ん
が

大
変
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
指
導
者
の
中

に
は
、
学
校
だ
け
で
は
な
く
障
が
い
者

福
祉
施
設
の
利
用
者
に
も
教
え
て
い
て
、

教
え
方
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

◇
活
動
を
し
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は

　
約
30
年
前
か
ら
活
動
し
て
い
る
た
め
、

次
の
世
代
が
太
鼓
を
習
い
に
来
る
こ
と

で
す
。
将
来
は
新
し
い
伝
統
文
化
と
し

て
成
長
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◇
祇
園
太
鼓
を
観
た
こ
と
の
な
い
方
に

Ｐ
Ｒ
を

　
毎
年
11
月
23
日
に
文
化
会
館
で
行
わ

れ
る
鷹
巣
祇
園
太
鼓
審
査
会
に
来
場
し

て
、
感
動
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
近
年
の
太
鼓
は
激
し
い
も
の
が
多
く
、

そ
れ
と
比
べ
る
と
地
味
な
よ
う
に
み
え

ま
す
が
、
奥
が
深
い
も
の
で
す
。

◇
こ
れ
か
ら
の
目
標
は

　
マ
ツ
リ
の
衰
退
と
い
う
の
は
、
そ
の

地
域
衰
退
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
将

来
の
基
盤
で
あ
る
子
ど
も
を
は
じ
め
多

く
の
人
に
教
え
、
太
鼓
を
通
し
て
地
域

を
盛
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
鷹
巣
祇
園
太
鼓
振
興
会
は
、
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
練
習
日
時
等
の
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
０
９
０‐
２
３
６
８‐
８
６
３
６

　
今
立
ま
で
）

合
川
公
民
館
定
期
講
座

　
「
子
育
て
マ
マ
応
援
塾
」

　

 

合
川
公
民
館  

☎
78‐

２
１
１
４

○
鷹
巣
祇
園
太
鼓
振
興
会

　
顧
問 

今
立
明
さ
ん（
前
野
）10年前太鼓を指導をする今立さん

申
問

未
来
・
紡
ぎ
人
⑤

い
ま
だ
ち

　

 

合
川
公
民
館  

☎
78‐

２
１
１
４

申
問 合
川
公
民
館
短
期
講
座 

受
講
生
募
集

　

 

浜
辺
の
歌
音
楽
館  

☎
72‐

３
０
１
４

申
問 成
田
為
三
墓
前
演
奏

11月3日（土・祝）
開場/9：30 開演/10：00

会場：文化会館会場：北秋田市文化会館 成田為三

　「浜辺の歌」「かなりや」「秋田県民歌」などで
知られる郷土出身の作曲家・成田為三を顕彰す
る音楽祭です。幼児・小中学生、一般団体によ
り成田為三の作品を中心とした合唱が披露され
ます。ぜひご来場ください。
森吉公民館 ☎72‐3259

第13回浜辺の歌音楽祭第13回浜辺の歌音楽祭第13回浜辺の歌音楽祭
入場
無料
入場
無料

演示部門 ■会場：文化会館
■時間：９時～（開場）
　　    ９時30分～（開演）

展示部門 ■会場：市民ふれあいプラザ
■時間：９時～17時
　　　 （29日は12時まで）

生涯学習課文化係 ☎62‐6618
※10/27・28は会場間の無料シャトルバスを運行します

10月 27日（土）～28日（日）10月 27日（土）～28日（日）

10月 27日（土）～29日（月）10月 27日（土）～29日（月）

北秋田市文化祭北秋田市文化祭北秋田市文化祭第13回

　

 

阿
仁
公
民
館  

☎
82‐

２
２
２
０

申
問 阿
仁
公
民
館
短
期
講
座 

受
講
生
募
集

　

 

阿
仁
公
民
館  

☎
82‐

２
２
２
０

申
問 阿
仁
文
化
交
流
の
つ
ど
い

　

 

森
吉
公
民
館  

☎
72‐

３
２
５
９

申
問 も
り
よ
し
文
化
交
流
会

市民ふれあいプラザチャレンジブースの出店者を募集市民ふれあいプラザチャレンジブースの出店者を募集
　北秋田市民ふれあいプラザでは「自分で店を出したい」「新たなビジネスの可能性に挑戦したい」など、
起業を目指す人たちの経験の場として、チャレンジブースを設けています。出店を希望される方は、北
秋田市のホームページに掲載されている応募書類に記入のうえ、ご応募ください。

◆出店期間　平成31年４月から
◆テナント数　２店舗（スペース① 51㎡、スペース② 66㎡）
◆テナント料　月額22,680円以内
◆募集期間　10月９日（火）～12月14日（金）
◆応募方法　応募書類を郵送または持参
　　　生涯学習課生涯学習係　☎62‐1130

【コムコム内位置図】

　北秋田市が発祥の地とされているマタギ文化につ
いて学ぶ「マタギの地恵体験学習会」が、８月17
日から２泊３日の日程で開催され、市内の小学生
18人が参加しました。
　この事業は、マタギの文化を体験しながら、子ど
もたちの学ぶ意欲や自立心、思いやりの心などを育
むことを目的としています。
　参加者は、きりたんぽ作りなどの食体験に挑戦し
たほか、白糸の滝や小又風穴の散策、ダム見学、カ
ヌー体験のほか、北秋田市の自然を堪能しました。

また、くまくま園やマタギ資料館では、いのちの大
切さについて学びました。～マタギの地恵体験学習会～

問 問

問 申


